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　その後の施設見学では、建設中の「ゼロエミ
ッションみらいラボ」や、水素・燃料電池ナノ
材料研究センターÿご案内しました。最先端の
研究設備ÿ前に、参加者の皆さまが熱心に耳ÿ
傾けてくださる姿が印象に残っています。

サイトビジットの概要

J-PEAKS 
サイトビジットを終えて

山 梨 大 学 の 「 強 さ 」 を 感 じ た 一 日


 （ 令 和 7 年 1 1 月 1 8 日 ）

　令和７年11月18日、山梨大学において
J-PEAKS事業の「サイトビジット」ÿ開催し
ました。本学にとっては、J-PEAKS採択後、
初めてのサイトビジット開催となります。

多くの関係者によるご参加

　当日は、J-PEAKSサポーターの森初果教授
（東京大学物性研究所）ÿはじめ、日本学術
振興会（JSPS）、文部科学省関係者、他の採
択大学のリエゾンの方々など、計32名の皆さ
まにご参加いただきました。学内には、いつ
もとは少し違う緊張感と期待感が漂っていた
ように感じます。

意義深い内容

　意見交換会では、本学が進める4つのイニシ
アティブについて説明し、多くの質問や助言
ÿいただきました。率直な意見ÿ交わす中
で、「山梨大学は何ÿ強みに、どこÿ目指し
ているのか」ÿ改めて考える時間にもなりま
した。

当日に向けて
　著者が個人的に最も心ÿ打たれたのは、準
備段階での研究者同士の議論です。
　グリーン水素分野で「地域中核・世界屈
指」ÿ目指すにはどうすべきか。異なる強み
ÿ持つ他大学とどう連携し、本学はどのよう
な役割ÿ担うのか。分野ÿ越えて意見ÿぶつ
け合い、一つの方向ÿ見据えて議論する姿
に、山梨大学の底力ÿ感じました。

終わった後の声

　サイトビジット終了後には、参加者から
「山梨大学の取り組みがよく分かった」「自
大学にとっても参考になった」といった声も
多く寄せられました。この一日ÿ通して、J-
PEAKSへの挑戦が確実に前へ進Āでいること
ÿ実感しました。
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「サイトビジット」とは、採択大学における取
組の中核となる研究拠点等ÿ視察し、学長ÿは
じめとする執行部との対面での意見交換ÿ通じ
て、事業の進捗状況や課題ÿ把握することÿ目
的として実施されるものです。

J-PEAKS 
「地域中核・特色ある研究大学強化促進事業」
https://j-peaks.yamanashi.ac.jp/

文＝Yuzairi Rahim（研究推進・社会連携機構）
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Y-PEAKS プロジェクト始動！ ～公募予告～
山梨大学は「地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）」に採択されま
した。J-PEAKSを契機に2025年夏にグリーン水素研究機構（GR/EEN）を新設しま
したが、J-PEAKS採択大学には特定分野だけではなく、研究力強化を全学的に波及
させることが求められます。

諸学融合や新鋭研究を促進し、山梨大学の複数の強み分野
から成る研究群「Y-PEAKS」の高度化を目指します。

⼭梨⼤学の様々な先鋭研究育成プロジェクト「Y-PEAKS」
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新たな⽬⽟分野の創出
（〜５年後）

新たな⽬⽟分野の創出
（〜10年後）

新分野の中核となる
研究者の育成
（〜５年後）

GR/EEN 既存の研究
グループ等 若⼿・中堅研究者 GR/EEN 既存の研究

グループ等 若⼿・中堅研究者

新たな目玉分野を創出/育成：研究力が高いグループや新鋭若手にマンパワー投入
①新分野創出プロジェクト（仮） ②次世代新分野の中核研究者育成プロジェクト（仮）

ボトムアップ：目的別に, 研究費を必要とするグループや個人を支援
・研究コミュニティ形成加速プロジェクト（国際共同, サバティカル, 国内共同）
・論文アウトプット促進プロジェクト（論文創出促進, 投稿・掲載支援, 優秀論文賞）
・若手活躍促進プロジェクト ・地域課題解決プロジェクト 13
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先鋭研究高度化プロジェクト (Y-PEAKS emerging)
・５年後も現役の本学常勤教員をリーダーとし、
高度化を目指す研究グループを支援

・５年後までに、日本有数かつ世界的に影響力の
ある研究拠点（本学目玉分野）の確立を目指す

２件程度を採択し、最長2029年度まで支援

次世代中核研究者育成プロジェクト (Y-PEAKS aspiring)
・２０～４０代の本学常勤教員を支援
・５年後までに、国内外にアピールできる研究成果
と実績の蓄積を目指す

・複数の先鋭研究候補の中から、５～１０年後に
本学の新たな目玉分野を選抜

※ただし、グローバル・ニュートラル・エネルギー研究機構（GR/EEN）構成員は支援対象外とします。

１月から事前相談を受け付けます！
山梨大学の常勤研究者であれば、所属・分野問わず応募できます。

４件程度を採択し、最長2029年度まで支援



申請から採択までのステップ
1. 意思表明
申請意思のある研究者は、計画が未完成の状態でも構いませんので、事前に必ず研究力強化推進セン
ターのURAに連絡してください。URA相談を通じて、研究計画等をブラッシュアップし、Y-PEAKSプ
ロジェクトの趣旨・目的に合うシナリオになるようサポートします。
・表明先：研究力強化推進センター メール ura-tr@yamanashi.ac.jp  内線 8762
・期限：令和８年２月２７日（金）必着
・意思表明は、所属部局（学域等）の承認を得ていなくても可能です。

2. 本申請
・所属部局（学域等）の承認を得たうえで、事務経由で申請書類を研究推進課に提出してください。
提出先：研究推進課 kensui-tr@yamanashi.ac.jp
・期限：令和８年５月８日（金）必着

3. 審査
・書面審査：申請者から提出された申請書をもとに、研究プロジェクト等専門委員会部会が審査します。
・面接審査：書面審査を通過した申請者は、研究強化本部会議（議長：学長）においてプレゼンと質疑
応答を行っていただきます。

重点支援の対象
先鋭研究高度化プロジェクト（Y-PEAKS emerging）
・新たな研究拠点（研究センター、研究機構等）の確立を目指す研究グループのリーダーの申請を歓迎
します。
・既設センター等の構成員もリーダーとして応募することが可能です。ただし、既設センターの取組の
単なる延長ではなく、センターの拡大や統合、既存の枠組みからのスピンアウト等、発展・転換する
取組の提案を推奨します。たとえば、学域主導センターから全学的なセンターへの発展、複数センター
の機能の統合による包括的な運営組織の設立、既設研究センターの主要分野とは異なる研究分野や研究
領域の立ち上げ等。
・５年後までに、大型外部資金獲得によって組織・拠点を自走させることを目指します。

次世代中核研究者育成プロジェクト（Y-PEAKS aspiring）
・斬新、独創的、挑戦的な提案を期待します。
・将来の新たな融合研究や強み・特色分野の立案、地方創生に資する研究等活動を行う意欲がある研究者
を歓迎します。
・学内外の教員や職員、異分野の研究者等と議論できるコミュニケーション能力があるかも確認します。

支援の内容
・人件費の補助：研究を補助する者（申請者を補佐する研究助教1名）
・その他、研究専念時間の増加、研究環境改善のために必要と認められる経費
 Y-PEAKS emerging 最大1,200万円/年、Y-PEAKS aspiring 最大800万円/年
・経費以外では、研究推進・社会連携機構の支援人材の補助を受けることができます：
URA等による学内外調整や外部資金申請書類の作成支援、事務補佐員や技術補佐員の派遣 等
・異分野の採択者が集い、諸学融合研究のアイデア、科学技術の将来、研究教育業務の効率化・高度化
に係る議論や情報交換を行うための座談会を定期的に開催

J-PEAKS 
「地域中核・特色ある研究大学強化促進事業」
https://j-peaks.yamanashi.ac.jp/

文＝Yuzairi Rahim（研究推進・社会連携機構）

担当者 鈴木 美季（山梨大学 研究推進・社会連携機構）
※問い合わせ先：ura-tr@yamanashi.ac.jp, 内線 8762


